
第 29回 さいたま赤十字病院の近隣調剤薬局との連携会 議事録 

 

日時：2025年 4月 11日（金） 17：30-19：00 

場所：当院 7F 第 3会議室 

参加者：（敬称略・順不同）  

さいたま市薬剤師会：1名 

アイン薬局さいたま新都心店：1名 

ウエルシア薬局さいたま新都心けやきひろば店：欠席 

サエラ薬局北与野店： 1名 

セイムスさいたま新都心薬局：1名 

南山堂薬局さいたま新都心店：1名  

みどりの薬局：欠席 

入退院支援：1名  外来：2名  医事課：1名 

薬剤部：11名 

アルフレッサ：3名 

 

＜議事内容＞  

１．部長挨拶 

２． 自己紹介  

３．報告・確認事項 

＊昨年度からの継続審議事項の確認 

   災害時におけるサポート薬局との協力体制について  

    ・緑エリアにおける対応について 

４．審議事項 

＊新規採用抗がん薬（乳腺）におけるサポート薬局への協力依頼について 

＊内服抗がん剤インシデント報告  

  薬局での休薬期間のチェック方法について確認 

→処方システム根本から、防止していく体制が必要。 

患者教育含め、病院・薬局ともに対応検討していくこととなった。 

＊セルセプトの供給制限について 

 後発ミコフェノール酸モフェチルの出荷調整の煽りを受けて、先発セルセプトが供給制限 

それにより在庫が逼迫している。 

      →増産体制となり先月より改善傾向も、需要に対しては供給不足あり。秋頃には回復予定。 

         納品予定に合わせて、調剤日数調整を行いながら、対応を。 

      

     合わせて、リパクレオンの供給不良についても触れられたが、現在処方制限等の対応はしておらず。 

     今後の状況によっては、患者限定していくなどの措置を検討していく。 

 

５．その他 

次回 7/11（金） 17時半～ 対面開催予定 

 


